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本
日
の
私
。
朝
、
ふ
き
の
と
う
が

も
う
そ
ろ
そ
ろ
出
て
い
る
か

な
？　

と
思
い
た
っ
て
見
に
行
く（
ま
だ

出
て
い
な
か
っ
た
、
残
念
！
）。
そ
の
後
は
ず

っ
と
畑
仕
事
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
て
、

た
ま
ね
ぎ
を
定
植
、
紅こ

う

菜さ
い

苔た
い（

菜
の
花
の

一
種
）
を
収
穫
し
て
袋
詰
め
。
そ
こ
ま
で

で
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
は
ニ

ラ
の
定
植
と
水
菜
の
種
ま
き
も
や
り
た

か
っ
た
の
に
…
…
。

　

私
が
手
伝
っ
て
い
る
畑
は
現
在
、
10

セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
小
麦
が
大
部

分
を
占
め
て
い
る
。
豆
板
醤
用
の
ソ
ラ

マ
メ
も
順
調
に
育
っ
て
い
る
。
い
ま
収

穫
で
き
る
旬
の
野
菜
は
、
菜
の
花
、
小

松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
。
作
業
小
屋
の

脇
に
あ
る
梅
の
木
が
、
い
っ
せ
い
に
花

を
咲
か
せ
て
、
い
い
香
り
が
漂
っ
て
い

る
。
3
・
11
前
は
こ
れ
で
梅
干
し
を
漬

け
て
い
た
の
だ
が
、
セ
シ
ウ
ム
が
検
出

さ
れ
た
た
め
、
お
休
み
中
だ
。

　

2
年
前
の
国
際
有
機
農
業
映
画
祭
に

参
加
し
、
福
島
の
農
家
さ
ん
の
講
演
で

「
農
業
は
た
だ
作
物
を
作
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
。
地
域
の
風
景
を
も
作
っ

て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
ず
っ
と

私
の
心
の
中
に
響
き
続
け
て
い
る
。
そ

れ
以
降
、「
風
景
」
が
私
の
テ
ー
マ
だ
。

最
近
、
近
所
の
落
花
生
生
産
者
た
ち
の

勉
強
会
が
あ
り
、
出
席
し
た
と
こ
ろ
、

「
ぼ
っ
ち
積
み
は
時
代
遅
れ
。
収
穫
し

た
落
花
生
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
乾
燥

さ
せ
れ
ば
、
す
ぐ
に
乾
い
て
初
物
が
い

ち
早
く
出
せ
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

落
花
生
は
土
か
ら
掘
っ
た
あ
と
、
高
く

積
み
上
げ
2
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
山
に

し
て
ゆ
っ
く
り
と
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
れ

を
「
ぼ
っ
ち
」
と
い
う
。
10
月
の
落
花

生
の
収
穫
時
期
に
は
、
落
花
生
の
畑
に

ぼ
っ
ち
が
い
く
つ
も
並
ぶ
。
私
は
こ
の

風
景
が
と
て
も
好
き
な
の
だ
。
早
く
初

物
を
出
し
た
い
気
持
ち
も
あ
る
け
れ
ど
、

ぼ
っ
ち
の
風
景
が
な
く
な
る
の
は
寂
し

い
。
近
代
化
や
効
率
化
の
流
れ
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
風
景
が
こ
れ
か
ら
も
変
わ
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

畑
に
夕
日
が
沈
む
と
き
、
夕
焼
け
に

染
ま
っ
た
空
を
着
陸
直
前
の
飛
行
機
が

横
切
っ
て
い
く
。
い
つ
も
う
る
さ
い
飛

行
機
が
、
こ
の
と
き
だ
け
キ
レ
イ
に
見

え
て
私
の
好
き
な
風
景
と
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
成
田
空
港
建
設
に
反
対
し
て
い

た
私
の
ボ
ス
も
「
キ
レ
イ
だ
ね
」
と
言

う
。
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
風
景
、

私
は
こ
の
地
域
で
「
農
」
に
携
わ
り
な

が
ら
、
ど
ん
な
風
景
を
作
っ
て
い
き
た

い
の
か
、
自
問
自
答
が
続
く
。
■

　ラオスの50年くらい前のパー

ビアンの一部です。「パー」は布、

「ビアン」は肩という意味で、肩か

ら胴に巻くように着けます。お寺
に行くときや儀式などの正装になります。

　この絹織物は、ラオス東北部サムヌア地方の織物
で、垂直綜

そう

絖
こう

という仕掛けをもつラオス独特の機織
り機で織られています。平織を織り進めながら、柄
の部分だけ別の色糸を足すように織ってゆく縫取

織の技法で織られています。

　すべての色が自然から得られていて、鮮やかで濃
い色に染められた艶のある色糸で時間をかけて繊

細に織られた織物は、織った女性の明るさ、勤勉さ、

美しいものを求める心をまさに表現しています。

　今ラオスの首都ビエンチャンでは年ごとに車が

増え、街中には短パンの女性も現れ、服装は西洋化
の一途。この素晴らしいラオスの織物が変わらず作
り続けられるようにと願わずにはいられません。

（大藪明恵）

「ポコポコ」は「サンゴ礁の満潮」をイメージしています。潮が満ちていくにつれ、サンゴ礁のあちらこちらに“ポコ”（水たまり）が現れて、ポコポコ同士がつながり始め、いつのま
にか一面海になるというイメージです。アジアの各地域で「ポコ」が生まれ、気がつけばつながっているような活動をしていきたいという思いがこめられています。

C O N T E N T S ■ HALINA 24   2014.05.01

poco-poco 24Relay Essay

私の「風景」
伊藤文美／いとう・あやみ
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ツ
ア
ー
最
初
の
訪
問
先
は
、
ド
イ
ツ

最
大
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
あ
る
グ
ン
ト

レ
ミ
ン
ゲ
ン
原
発
。
高
速
道
路
を
下
り

て
、
車
窓
か
ら
の
ど
か
な
農
村
風
景
を

楽
し
ん
で
い
る
と
、
突
如
原
発
が
姿
を

現
す
。
一
番
近
く
の
集
落
は
数
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

冷
却
水
の
水
蒸
気
が
モ
ク
モ
ク
出
て
お

り
、
地
域
住
民
は
否
応
な
く
そ
の
存
在

感
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
2
0
2
1
年
に

は
3
つ
あ
る
原
子
炉
す
べ
て
が
操
業
停

止
と
な
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
案

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
を
変
え
た

吉
澤
真
満
子
／
よ
し
ざ
わ
・
ま
み
こ

A
P
L
A
事
務
局
長

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
。
3
・
11
は
世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
、福
島
原
発

事
故
か
ら
4
ヵ
月
後
の
2
0
1
1
年
7
月
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、世
界
に
先
駆
け
て
原
子
力
法
を
改

正
し
、2
0
2
2
末
ま
で
の
原
発
完
全
廃
止
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
A
P
L
A
は
、
3
・
11
以
来
、福
島
県
・
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
活
動
を
と
も
に
す
る
こ

と
で
、農
業
を
活
用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
現
場
を

ぜ
ひ
見
て
み
た
い
、
と
い
う
声
が
あ
が
り
、農
業
の
適
正
技
術
を
実
践
す
る
B
M
W
技
術
協
会
と
A
P
L
A
の

共
同
呼
び
か
け
で
、「
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
有
機
農
業
を
学
ぶ
」
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

　
2
0
1
4
年
2
月
2
日
〜
8
日
、二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
の
仲
間
4
人
、B
M
W
技
術
協
会
メ
ン
バ
ー

の
生
産
者
8
人
、愛
媛
県
の
柑
橘
生
産
者
、研
究
者
・
学
生
な
ど
総
勢
21
人
が
ド
イ
ツ
に
旅
立
っ
た
。（
編
集
部
）

内
係
に
、
原
発
が
停
止
す
る
こ
と
や
地

域
住
民
の
職
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
。「
原
発
が
停
止
に
な
っ
て

も
、
そ
の
後
何
十
年
も
廃
炉
の
仕
事
が

待
っ
て
い
る
。
現
在
原
発
で
働
い
て
い

る
人
は
、
廃
炉
の
仕
事
を
す
る
だ
ろ
う
。

原
発
停
止
に
関
す
る
地
元
の
反
対
意
見

は
そ
ん
な
に
な
い
よ
」。
ド
イ
ツ
で
は

電
力
の
自
由
化
も
進
み
、
電
力
会
社
自

身
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
を
進
め
て

い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
時
代

の
変
化
を
、
普
通
の
こ
と
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る
印
象
だ
っ
た
。

村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
村
へ

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
、
レ
ー
ン
・
グ

ラ
プ
フ
ェ
ル
ト
郡
を
訪
問
し
、
ア
グ
ロ

ク
ラ
フ
ト
社（
後
述
）
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ル
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
農
業
の
構
造
改
革
」

と
「
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
村
へ
」。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
活
性
化
を

協
同
組
合
が
創
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
お
こ
し

原
発
廃
止
を
決
め
た
ド
イ
ツ
を
訪
ね
て
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故
障
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
温
水
供

給（
地
域
暖
房
）
で
も
収
益
が
あ
る
こ
と
だ

と
聞
く
。
日
本
で
は
こ
の
規
模
と
予
算

で
実
現
す
る
の
は
難
し
い
そ
う
だ
。

　

も
う
1
ヵ
所
の
訪
問
先
は
2
0
0
7

年
に
設
置
さ
れ
た
ア
グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社

が
運
営
す
る
ウ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
村
の
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
。
46
農
家
が
出

資
・
参
加
し
て
い
る
。
レ
ー
ダ
ー
農
場

と
は
違
い
、
か
な
り
大
規
模
な
施
設
で
、

発
電
は
6
2
5
k
W
h
、熱
量
は
7
0
0

k
W
h
。2
0
1
1
年
に
は
1
2
0
0
万

ユ
ー
ロ（
約
16
億
8
0
0
0
万
円
）
を
か
け
て

メ
タ
ン
ガ
ス
浄
化
施
設
も
設
置
さ
れ
、

純
化
さ
れ
た
1
0
0
％
メ
タ
ン
を
都
市

ガ
ス
に
販
売
し
て
い
る
そ
う
だ
。
廃
熱

は
、
木
材
チ
ッ
プ
の
暖
房
施
設
へ
送
ら

2
0
0
6
年
に
マ

〈
注
１
〉シ

ー
ン
ネ
ン
リ
ン
ク

と
バ
イ
エ
ル
ン
州
農
業
者
同
盟
郡
支
部

が
50
％
ず
つ
出
資
し
て
設
立
し
た
有
限

会
社
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
、

提
案
、
事
業
を
具
体
化
さ
せ
る
の
が
仕

事
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ア
グ
ロ
ク
ラ

フ
ト
社
の
も
と
で
結
成
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
同
組
合
な
ど
の
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
目
的
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
お
こ
し
を
す

る
こ
と
、
地
域
の
潜
在
能
力
を
高
め
た

く
さ
ん
の
人
が
参
画
で
き
る
事
業
を
構

築
し
、
村
の
中
か
ら
自
発
的
な
発
展
と

自
己
決
定
を
促
す
こ
と
だ
。
こ
の
基
盤

に
は
、 

F
〈
注
２
〉・

W
・
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
が
説
い
た
「
一

人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の

た
め
に
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神

と
、
ド
イ
ツ
協
同
組
合
運
動
の
原
点
と

も
い
え
る
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
が
立
ち
上

げ
た
農
村
信
用
組
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
村
の
お
金
を
村
に
」
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
住
民
の
出
資
に
よ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
協
同
で
立
ち
上
げ
、
そ

の
収
益
の
分
配
を
住
民
が
受
け
取
る
仕

組
み
を
つ
く
る
の
だ
。

　

現
在
ア
グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社
は
、
太
陽

光
発
電
を
2
社
、熱
供
給
を
3
社
、F
・

W
・
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

り
、
周
り
の
住
民
の
や
っ
か
み
が
起
こ

る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

非
農
家
で
も
自
由
に
出
資
が
で
き
る
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
廃
熱
利
用
や
太
陽
光
発

電
に
、
協
同
組
合
方
式
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
住
民
同
士
の
協
同
精
神
を
阻
害

さ
せ
な
い
形
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
村
で
何
か
を
す
る
と
き
に
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
。
2
0
1
1

年
に
は
、
グ
ロ
ス
バ
ー
ド
ル
フ
の
協
同

組
合
の
投
資
額
は
合
計
で
1
5
0
3
万

ユ
ー
ロ（
約
21
億
4
2
0
万
円
）
に
達
し
、
村

民
9
5
0
人
の
村
に
と
っ
て
大
き
な
額

と
な
っ
て
い
る
。
電
力
生
産
は
7
6
0 

万
k
W
h
。
さ
ら
に
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
事
業
に
参
画
し
て
い
る
農
家
は
、
配

当
金
以
外
に
も
、
原
料
の
有
償
買
い
取

り
が
あ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
も
た
ら

進
め
る
。

　

レ
ー
ン
・
グ
ラ
プ
フ
ェ
ル
ト
郡
は
、

穀
物
栽
培
と
畜
産
の
複
合
農
業
地
帯
で
、

小
規
模
経
営
の
多
い
地
域
。
19
世
紀
に

入
る
と
、
近
郊
都
市
で
工
業
化
が
始
ま

り
、
多
く
の
人
が
工
場
な
ど
に
働
き
に

出
て
離
農
し
た
。
そ
の
影
響
で
農
家
の

数
も
減
り
、
貸
し
出
さ
れ
た
土
地
を
残

っ
た
農
家
が
借
り
受
け
て
50
〜
1
0
0 

ha
の
規
模
で
営
農
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
周
辺
の
土
地
は
肥
沃

度
が
低
く
、
農
地
と
し
て
は
あ
ま
り
条

件
の
よ
く
な
い
場
所
だ
っ
た
が
、
2
0

0
0
年
に
施
行
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
に
よ
り
固
定
買
い
取
り
制
度

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
企
業
や
外

国
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る
風

車
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
た
め
の
土

れ
、
集
落
内
の
公
共
施
設
へ
温
水
暖
房

が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
巨

大
で
、
参
加
者
た
ち
は
そ
の
規
模
に
圧

倒
さ
れ
て
い
た
。
原
料
と
し
て
投
入
さ

れ
る
サ
イ
レ
ー
ジ
を
見
た
肉
牛
生
産
者

で
あ
る
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん

だ
け
の
量
が
あ
っ
た
ら
、
牛
に
食
べ
さ

せ
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

地
豚
を
復
活
さ
せ
た

シ
ュ
ベ
ー
ビ
ッ
シ
・
ハ
ル
農
民
生
産
者

共
同
体

　

最
後
に
訪
問
し
た
の
は
、
バ
ー
デ
ン

＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
シ
ュ
ベ
ー
ビ

ッ
シ
・
ハ
ル
の
養
豚
生
産
者
グ
ル
ー
プ

だ
。
こ
こ
で
も
「
地
域
と
農
業
の
潜
在

力
を
生
か
す
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
利

益
を
農
家
に
還
元
す
る
こ
と
が
グ
ル
ー

プ
結
成
の
目
的
で
あ
っ
た
。
小
規
模
経

営
を
生
か
し
、
品
質
保
持
と
付
加
価
値

を
高
め
、
生
産
者
と
消
費
者
の
距
離
を

近
く
す
る
直
売
に
よ
り
農
家
の
取
り
分

を
上
げ
て
い
く
。
も
と
も
と
こ
の
地
域

に
は
チ
ン
グ
ァ
と
い
う
地
豚
が
い
た
が
、

1
9
6
0
年
代
に
始
ま
っ
た
農
業
の
工

業
化
で
消
え
て
し
ま
い
、
成
長
が
早
く

油
が
の
っ
た
豚
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

生
物
多
様
性
の
消
失
も
危
惧
さ
れ
る
な

か
、
シ
ュ
ベ
ー
ビ
ッ
シ
・
ハ
ル
農
民
生
産

協
同
組
合
23
組
合
を
支
援
し
て
い
る
。

事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
グ
ロ
ス
バ
ー

ド
ル
フ
で
は
、
村
民
太
陽
光
発
電
を
村

民
の
投
資
と
地
域
の
信
用
組
合
か
ら
の

借
り
入
れ
で
事
業
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

F
・
W
・
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
グ
ロ
ス
バ
ー
ド
ル
フ
協
同
組
合

と
し
て
、
村
営
の
サ
ッ
カ
ー
場
や
倉
庫
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
の
屋
根
に
設
置

し
た
太
陽
光
発
電
事
業
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
事
業
、
発
電
時
の
廃
熱
を
活
用
し

た
地
域
暖
房
シ
ス
テ
ム
が
運
営
さ
れ
て

い
る
。

　

グ
ロ
ス
バ
ー
ド
ル
フ
に
は
、
協
同
組

合
で
は
な
く
、
有
限
会
社
に
よ
る
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
事
業
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
出
資
者
が
バ
イ
オ
ガ
ス
の
原

料
を
供
給
で
き
る
農
民
に
限
ら
れ
る
た

め
、
確
実
に
配
ら
れ
る
配
当
金
を
め
ぐ

さ
れ
る
液
肥
の
利
用
に
よ
る
肥
料
代
コ

ス
ト
削
減
で
、
多
様
な
利
益
が
も
た
ら

さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
現
場
へ

　

ツ
ア
ー
一
行
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

の
現
場
を
2
ヵ
所
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
1
ヵ
所
は
個
別
農
家
が
実
施
し
て

い
る
事
例
で
、
バ
ス
ト
ハ
イ
ム
村
の
E・

レ
ー
ダ
ー
農
場
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
内
で

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
も
と
に
循
環
型
農

業
を
実
現
し
て
い
る
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
そ

う
だ
。
有
機
認
証
を
受
け
て
い
る
豚
の

養
豚
と
1
9
0

ha
の
農
地
で
小
麦
、
ラ

イ
麦
、
大
麦
、
小
麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、

牧
草
を
栽
培
。
豚
の
敷
き
藁（
豆
科
の
牧

草
）
や
サ

〈
注
３
〉イ

レ
ー
ジ
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
が

バ
イ
オ
ガ
ス
の
原
料
と
な
る
。
発
電
は

2
5
0
k
W
h（
自
家
消
費
と
売
電
）、
熱
量

は
2
6
0
k
W
h
で
、
廃
熱
は
地
域
の

集
落
の
温
水
暖
房
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
消
化
液
は
畑
に
散
布
す
る
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、
具
体
的
な

運
営
を
想
定
し
、
経
営
状
況
や
収
益
性

に
関
す
る
質
問
が
相
次
い
だ
。
バ
イ
オ

ガ
ス
導
入
経
費
は
、
集
落
へ
の
配
管
を

含
め
て
2
0
0
万
ユ
ー
ロ（
約
2
億
8
0
0
0

万
円
）。
バ
イ
オ
ガ
ス
の
収
益
性
が
高
い

の
は
、
牧
草
が
原
料
で
あ
る
こ
と
と
、

地
購
入
合
戦
が
お
き
た
。
こ
の
と
き
住

民
た
ち
は
、
農
村
が
食
料
だ
け
で
は
な

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
お
い
て
も
潜

在
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と

い
う
。
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ひ
と
つ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
が
盛
ん

に
な
る
と
、
そ
の
原
料
と
な
る
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
過
剰
作
付
け
に
よ
り
、
輪
作

体
系
が
崩
れ
、
小
作
料
も
高
騰
し
、
地

権
者
へ
富
が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
と
き
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
の
土
地
を

誰
が
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
と
い
う

こ
と
が
議
論
の
争
点
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
点
、
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ル
さ
ん

が
あ
げ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
必
要
性

の
背
景
に
は
、
核
燃
料
、
化
石
燃
料
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
干
ば
つ
や
環
境

問
題
が
あ
る
。
農
村
の
潜
在
力
で
あ
る

風
力
、
太
陽
光
、
畜
産
、
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
を
代
替
と
し
て
活

用
し
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る

と
同
時
に
、
古
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
持
つ
中
央
集
中
型
か
ら
、
農

村
を
中
心
と
す
る
地
方
分
散
型

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

い
う
こ
と
だ
。

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

　

ア
グ
ロ
ク
ラ
フ
ト
社
は
、

ドイツオランダ

ベルギー

ルクセンブルク

フランス

スイス

イタリア

オーストリア

チェコ

ポーランド

バイエルン州
バーデン＝
ヴュルテンベルク州
バーデン＝
ヴュルテンベルク州

ベルリン

レーン・グラプフェルト郡
シュベービッシ・ハル

グントレミンゲン原発

デンマーク

アグロクラフト社のディースティルさん。

巨大なバイオガス発電施設を見学。

ドイツの農村は塊村と呼ばれ、集落が密集して一塊になって
いる。そこへ効率よく熱供給され、活用されている。
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協同組合が創る「地域おこし」と「エネルギー」―原発廃止を決めたドイツを訪ねて

ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
際
に
学
ん
だ
地

域
に
お
け
る
適
正
技
術
で
す
。

　

た
と
え
ば
国
内
視
察
で
見
た
薪
ボ
イ

ラ
ー
は
効
率
も
よ
く
、
炊
き
口
が
広
く

て
使
い
勝
手
が
よ
い
。
高
齢
者
の
手
仕

事
に
も
な
る
。
冬
場
の
農
家
の
仕
事
に

な
る
。
火
を
扱
う
機
会
の
少
な
い
子
ど

も
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
。
価
格
も

灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
太
陽
熱
温
水
器
も
非
常
に
効
率

が
よ
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
熱
利
用
の
視

点
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
専
門
家
も
多

く
い
ま
す
。

技
術
開
発
・
金
融
を
地
域
の
た
め
に

　

外
に
頼
っ
て
い
た
資
源
や
そ
の
利
用

の
仕
方
、
そ
れ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

必
要
な
金
融
ま
で
、
効
率
化
の
名
の
も

と
に
地
方
か
ら
中
央
や
世
界
に
明
け
渡

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
地
域
に
据
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

す
れ
ば
失
わ
れ
た
様
々
な
こ
と
を
回
復

し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
ド

イ
ツ
の
地
方
で
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し

た
。

　

日
本
で
も
地
域
金
融
や
地
域
分
散
と

い
う
形
で
全
国
各
地
で
見
直
し
が
は
じ

ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
統
合
効
率
化

で
な
く
、
お
互
い
に
独
立
し
高
め
合
う

感
触
で
す
！

　

放
射
能
汚
染
地
の
野
菜
や
米
か
ら
放

射
能
は
99
％
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
が（
き
の

こ
類
は
い
ま
だ
厳
し
い
で
す
。
大
豆
も
若
干
検
出
さ

れ
ま
す
）
そ
れ
で
も
手
放
し
で
送
り
届
け

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
、
は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消
費
者
に

と
っ
て
も
、
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
を

も
つ
方
に
と
っ
て
は
手
が
出
な
い
の
は

当
然
の
心
理
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た

ち
に
と
っ
て
も
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

お
互
い
を
つ
な
ぐ
も
の
が
必
要
で
す
。

そ
れ
が
何
な
の
か
、
具
体
策
が
決
ま
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
具
体

策
実
現
の
仕
方
の
ヒ
ン
ト
」
の
よ
う
な

　

私
ど
も
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
は
、

1
9
7
8
年
よ
り
有
機
農
業
を
続
け
て

き
し
た
が
、
2
0
1
1
年
の
原
発
事
故

で
存
在
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
痛

手
を
被
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
故

を
き
っ
か
け
と
し
て
A
P
L
A
と
出
会

い
、
共
に
全
６
回
の
「
福
島
百
年
未
来

塾
」
を
開
催
し
学
び
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、研
究
会
内
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
取
引
の
あ
っ
た

こ
と
で
つ
な
が
り
が
で
き
う
る
気
が
し

ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ヴ
ェ
ン
デ
の
成
功

　

原
発
に
よ
る
集
約
電
源
開
発
の
問
題

点
に
気
づ
い
た
ド
イ
ツ
は
3
・
11
を
き

っ
か
け
と
し
て
転
換
を
始
め
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
資
料
の
中
に
雑
誌
『
世
界
』
2

0
1
4
年
2
月
号
の
記
事
「
ポ
ス
ト
原

子
力
時
代
へ
進
む
ド
イ
ツ
新
政
権
」
が

あ
り
ま
し
た
。
現
連
立
政
権
の
連
立
協

定
書
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
一
章
の
見
出
し

は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
成
功
に
導
く
」

で
あ
っ
て
、
転
換
＝W

ende

（
ヴ
ェ
ン
デ
）

は
変
革
や
革
命
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。

　

翻
っ
て
私
た
ち
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
原
発
は
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
「
使
い
続
け

る
・
新
増
設
も
辞
さ
な
い
」
と
い
う
重

要
な
位
置
づ
け
で
す
。
ド
イ
ツ
と
は
異

な
り
変
わ
ろ
う
と
す
る
意
思
は
弱
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
変
わ
り
た
い
。
少
し
ず
つ

で
も
。
小
さ
な
範
囲
か
ら
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
ヴ
ェ
ン
デ
を
成
功
に
導
く
。
近
日

中
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
事
業

体
を
発
足
し
、
ま
た
一
歩
前
進
し
ま
す
。

成
功
へ
の
道
も
き
っ
と
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
と
共
に
学
び
、
つ
な
が
り

が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
■

も
の
が
今
回
の
ツ
ア
ー
で
植
え
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ン
ト
と
は
建
築
に
例
え
れ
ば
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
団
体
を
立
ち
上
げ
、

揺
る
が
な
い
設
計
思
想
を
構
築
す
る
こ

と（
建
築
で
言
え
ば
柱
、
骨
格
、
デ
ザ
イ
ン
）。
小

さ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
ず
成
功
さ
せ

る
こ
と（
は
じ
め
は
小
さ
な
小
屋
で
練
習
）。
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
と
そ
の
利
益
と
喜

び
を
分
か
ち
合
う
こ
と（
建
物
を
建
て
た
人

も
住
ま
う
人
も
相
応
の
利
益
、
喜
び
を
得
る
こ
と
）。

得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
。

ロ
ー
テ
ク
・
ミ
ド
ル
テ
ク
の
見
直
し

　

さ
て
、
食
べ
も
の
の
生
産
販

売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
程
度
あ

り
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
考

え
て
み
れ
ば
薪
ス
ト
ー
ブ
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
な
た
ね
油
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
身
近
な

ロ
ー
テ
ク
も
器
機
の
進
化
に
よ

り
利
用
が
身
近
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
に
も
超
効
率
で
な
く
と

も
よ
い
。
中
・
高
効
率
で
あ
れ

ば
地
方
に
そ
の
技
術
拠
点
を
お

け
る
の
で
良
い
の
で
す
。
こ
れ

は
A
P
L
A
の
支
援
で
ネ
グ
ロ

大
地
を
守
る
会
の
奨
励
に
よ
り
、
国
内

5
ヶ
所
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

所
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
新

た
に
出
会
っ
た
協
同
総
合
研
究
所
の
ご

助
力
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
詳
し
い
専
門
家
の
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
所
属
農
家
の
収
入
が
、
3
・

11
前
の
66
％
に
留
ま
っ
て
い
る
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
、
農
家
が
関
与
で
き
る

農
家
が
創
り
出
す
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

│
新
た
な
地
域
お
こ
し
が
見
え
て
き
た

近
藤
恵
／
こ
ん
ど
う
・
け
い

二
本
松
有
機
農
業
研
究
会

者
共
同
体
は
、
地
豚
を
復
活
さ
せ
、
育

種
か
ら
屠
殺
、
加
工
、
販
売
を
自
分
た

ち
で
運
営
し
、
有
機
認
証
団
体
も
設
立

し
た
。
さ
ら
に
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製

造
に
使
用
す
る
ス
パ
イ
ス
も
、
イ
ン
ド

の
小
規
模
生
産
者
か
ら
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
で
調
達
し
て
い
る
。
86
年
の
グ
ル
ー

プ
結
成
か
ら
参
加
メ
ン
バ
ー
は
年
々
増

え
て
、
現
在
は
1
4
5
0
人
。
そ
の
う

ち
4
6
0
人
が
有
機
生
産
者
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
生
産
者
も
遺
伝
子
組
み
換

え
の
餌
と
成
長
促
進
剤
は
使
用
し
な
い

と
い
う
基
準
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

直
売
所
で
買
い
も
の
を
し
た
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
高
級
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
。

商
品
の
見
せ
方
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
か
な
り
戦

略
的
に
考
え
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

直
売
所
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
さ
れ
、

肉
料
理
な
ど
が
食
べ
ら
れ
る
。
平
日
の

昼
間
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

地
域
が
も
つ
潜
在
力
で
農
業
を
か
え
る

　

滞
在
日
数
5
日
の
短
い
旅
で
あ
っ
た

が
、
ド
イ
ツ
の
農
村
現
場
か
ら
見
え
き

た
の
は
、
近
代
化
の
流
れ
で
農
村
の
力

が
衰
退
す
る
な
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
協
同
を
軸
に
、
地
域
や
農
が
持

つ
潜
在
力
を
高
め
、
現
存
す
る
農
業
の

構
造
を
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
大
企
業
が
農
村
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
が
自
ら
の
所

得
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
切

実
な
願
い
か
ら
、
本
気
に
な
っ
て
取
り

組
も
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
本
ツ

ア
ー
へ
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

実
現
可
能
な
ヒ
ン
ト
を
み
つ
け
た

　

一
番
の
収
穫
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
が
自
分
た
ち
を
奮
い

立
た
せ
る
こ
と
、
地
域
が
豊
か
に
な
る

こ
と
、
実
現
可
能
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
、
漠
然
と
思
い
描
い
て
い
た
こ
と

が
前
に
推
し
出
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

え
た
こ
と
で
す
。
A
P
L
A
の
合
言
葉

「
ポ
コ
ポ
コ
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
ち

い
さ
な
サ
ン
ゴ
礁
に
水
が
湧
い
て
き
た

事
業
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
体
的
な
創
出
は

高
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
利
益
は
企

業
に
集
約
さ
れ
地
元
に
還
元
さ
れ
な
い
。

地
元
の
住
民
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
村

お
こ
し
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創

出
を
協
同
で
運
営
す
る
、
そ
し
て
そ
の

具
体
的
支
援
と
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
資
金
調
達
の
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
事
例
か
ら
は
学
ぶ

こ
と
が
多
い
と
感
じ
た
。
ド
イ
ツ
と
日

本
で
は
歴
史
的
背
景
や
地
理
的
条
件
が

違
い
、
ド
イ
ツ
の
実
践
例
を
そ
の
ま
ま

導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

仕
組
み
や
知
恵
を
学
び
、
自
分
た
ち
の

形
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
け
る
か
を
議
論

し
て
始
め
て
み
る
こ
と
が
、
未
来
を
変

え
て
い
く
一
歩
に
な
る
だ
ろ
う
。
■

グントレミンゲン原発の前で、ツアー参加者たちと。後列左から4番目が筆者。

シュベービッシ・ハル農民生産共同体の直売所。
肉加工品も品ぞろえが豊富。

〈
注
１
〉
農
業
機
械
利
用
の
経
営
間
互
助
組
織
。機
械
作

業
斡
旋
を
担
う
農
村
自
助
組
織
と
し
て
出
発
。

2
0
0
8
年
の
デ
ー
タ
で
は
、全
国
に
2
5
6
組

織
、会
員
数
は
19
万
3
3
0
0
経
営（
総
農
家
の
59

％
）。

〈
注
２
〉
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

ン（
1
8
1
8
年
3
月
30
日 

〜 

1
8
8
8
年
3
月

11
日
） 

。
ド
イ
ツ
の
信
用
協
同
組
合
の
先
駆
者
。

〈
注
３
〉刈
り
取
っ
た
作
物
を
乳
酸
菌
の
作
用
で
発
酵
さ
せ

た
も
の
。

※写真の一部は、協同総合研究所・管剛文さんよりご提供いただきました。
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東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
は
こ
れ
ま
で
タ
イ

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
始
め
と
し
て
順

調
に
発
展
し
て
き
た
。
1
9
9
0
年
代
に
入

っ
て
か
ら
は
社
会
主
義
国
ベ
ト
ナ
ム
や
、
紛

争
後
に
復
興
を
始
め
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
成
長

も
著
し
く
、
さ
ら
に
次
の
投
資
先
と
し
て
ビ

ル
マ（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
れ
ま
で
経
済

成
長
国
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

1
9
7
0
年
代
か
ら
は
男
性
が
、
そ
の
後
は

女
性
も
海
外
に
出
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
で
国
家

財
政
と
家
族
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。

　

マ
ク
ロ
経
済
の
観
点
か
ら
振
り
返
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
1
9
4
6
年
に
独
立
し
た
時

点
で
は
、「
ア
ジ
ア
の
民
主
主
義
の
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
」
と
呼
ば
れ
、
い
ち
は
や
く
工

業
化
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
1
9
7
0
年

代
に
入
っ
て
、
マ
ル
コ
ス
独
裁
政
権
下
で
の

マ
ル
コ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
蓄
財
や
、
ク
ロ

ー
ニ
ー
（
取
り
巻
き
）
に
よ
る
独
占
や
汚
職
が
は

び
こ
る
一
方
で
、
共
産
党
の
主
導
に
よ
る
新

人
民
軍（
N
P
A
）
や
民
族
民
主
戦
線（
N
D
F
）

ら
が
農
村
に
解
放
区
を
形
成
し
、
都
市
の
労

働
者
を
組
織
化
し
、
労
働
争
議
が
活
発
に
な

る
な
ど
、
投
資
家
に
と
っ
て
不
安
定
な
政
情

が
続
き
、
外
国
企
業
は
N
I
E
S
諸
国（
新
興

工
業
国
）
に
投
資
の
矛
先
を
向
け
た
。

　

1
9
7
2
年
に
は
11
億
5
8
3
0
万
ド
ル

だ
っ
た
対
外
債
務
残
高
も
81
年
に
は
1
1
3

億
4
2
0
万
ド
ル
に
膨
れ
上
が
り
、
1
9
8 

3
年
に
は
対
外
債
務
支
払
い
危
機
に
陥
っ
た
。

そ
の
結
果
、
2
0
0
0
年
に
い
た
る
ま
で
国

際
通
貨
基
金（
I
M
F
）
の
厳
し
い
管
理
の
下

に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
（
経
済
再
建
の
た
め

の
条
件
）
が
課
さ
れ
、
対
外
債
務
を
原
資
と
す

る
財
政
投
融
資
政
策
の
道
は
絶
た
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
構
造
調
整
を
へ
て
財
政
緊
縮
下

で
の
低
位
均
衡
経
済
へ
と
移
行
し
た
。
そ
の

た
め
、
低
水
準
の
公
共
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ
、
低
い
粗
資
本
形
成
率
が
続
き
、

結
果
、
低
い
成
長
率
、
弱
い
雇
用
創
出
、
慢

性
的
格
差
を
生
み
出
し
た
。
現
在
で
も
、
国

民
約
9
0
0
0
万
人
の
う
ち
年
間
約
9
0
0 

万
人
が
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行
く
と
い
う
「
出

稼
ぎ
大
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
が
誕
生
し
た
の
だ
。

　

1
9
8
0
年
代
後
半
、
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ

る
円
高
を
契
機
に
、
東
南
ア
ジ
ア
は
日
本
か

ら
の
投
資
ブ
ー
ム
に
沸
き
あ
が
っ
た
が
、
三

井
物
産
の
若
王
子
支
店
長
誘
拐
事
件
や
ク
ー

デ
タ
ー
未
遂
事
件
な
ど
の
政
治
不
安
の
中
で
、

景
気
ブ
ー
ム
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
上
を
通
り
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。

ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
変
貌
す
る
マ
ニ
ラ

　

と
こ
ろ
が
、
2
0
0
0
年
代
に
入
る
と
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
は
英
語
圏
向
け
の
コ
ー
ル
・
セ

ン
タ
ー
や
、
ビ

〈
注
〉

ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ（
B
P
O
）産
業
が
大
き
く
成
長

し
、
2
0
1
1
年
に
は
64
万
人
を
超
え
る
雇

用
と
、
売
上
高
1
1
0
億
ド
ル
を
超
え
る
大

産
業
と
な
っ
た
。
2
0
1
2
年
に
は
、
G
D 

P
成
長
率
6
・
6
％
と
目
標
を
上
回
る
成
長

を
達
成
し
た
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
証
券
取
引

所
の
株
価
指
数
も
1
年
間
で
33
％
上
昇
す
る

な
ど
好
調
で
あ
る
。
2
0
1
3
年
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
G
D
P
成
長
率
見
通
し
は
、
I
M
F

が

6
・
0
％
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
A
D
B
）
が

5
・
0
％
と
発
表
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
す
る
B
P
O
は
、
2
0
0
1
年
に
は
数

千
人
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
2
0
1
0
年
に

は

52
・
5
万
人
の
雇
用
者
を
擁
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ま
で
世
界
一
の
コ
ー
ル
・
セ
ン

タ
ー
の
受
け
入
れ
拠
点
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
を

抜
い
て
世
界
一
の
受
け
入
れ
拠
点
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
マ
ニ
ラ
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
マ
カ

テ
ィ
は
、
新
し
い
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
の
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
筆
者
は
2
0
1
4
年
2
月

末
に
マ
カ
テ
ィ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、

明
ら
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
と
思
わ
れ
る
欧
米

人
が
多
く
宿
泊
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
グ
ロ

ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
オ

フ
ィ
ス
街
が
マ
カ
テ
ィ
か
ら
車
で
20
分
程
度

の
と
こ
ろ
に
出
現
し
、
ド
イ
ツ
銀
行
や
モ
ル

ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
銀
行
の
ビ
ル
な
ど
が
次
々

（
1
ペ
ソ
＝
約
2
・
4
円
）
く
ら
い
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
半
年
の
契
約
期
間
を
経
て
本
採
用
と
な

る
。
マ
ニ
ラ
の
最
低
賃
金
1
日
4
6
6
ペ
ソ
、

月
20
日
勤
務
で
月
収
約
9
3
2
0
ペ
ソ
と
考

え
る
と
、
B
P
O
は
就
職
先
と
し
て
は
厚
待

遇
で
、
新
中
間
層
と
し
て
消
費
の
経
済
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
米
国
系
B
P
O
企
業
を
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
の
仕
事
は
、
米

国
に
い
る
医
者
が
英
語
で
話
し
た
患
者
の
体

調
を
聞
き
取
り
、
す
ぐ
に
カ
ル
テ
と
し
て
パ

ソ
コ
ン
に
情
報
入
力
す
る
。
約
1
2
0
人
の

女
性
た
ち
が
米
国
の
時
差
に
合
わ
せ
て
働
い

て
い
た
。
ま
た
、
保
険
の
資
料
を
作
成
す
る

部
門
に
も
約
40
人
の
女
性
た
ち
が
働
い
て
い

た
。
彼
女
た
ち
に
給
与
は
満
足
か
ど
う
か
聞

い
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
満
足
し
て
い
る
意
味

を
込
め
て
「Sapat!

（
満
足
）」
と
元
気
に
答
え

て
く
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ

た
3
人
の
う
ち
、
2
人
が
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

で
「
夫
を
キ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
の
よ
」
と
笑

い
な
が
ら
答
え
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
い

か
に
給
与
が
十
分
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
手
放
し
で
喜
べ
な
い
の

が
労
働
環
境
で
あ
る
。
24
時
間
対
応
の
た
め

3
交
代
制
で
の
労
働
の
た
め
、
夜
間
に
帰
宅

す
る
際
に
は
危
険
が
伴
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
一
人
の
女
性
も
夜
中
の
帰
宅
時
に
強
盗

に
あ
っ
た
経
験
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
ま

た
、
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
小
さ
な
ブ
ー
ス
の

と
建
設
さ
れ
て
い
た
。
B
P
O
の
発
展
は
マ

ニ
ラ
の
地
図
を
新
し
く
塗
り
替
え
て
い
る
。

新
産
業
を
支
え
る
女
性
た
ち

　

イ
ン
ド
が
I
T
ソ
フ
ト
・
ウ
エ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
に
強
か
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
が
強
い
。
そ
の
理
由

は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

高
く
、
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
も
我
慢
強
く
、

上
手
に
対
応
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
能
力
を
一
握
り
の
人
だ
け
で
な

く
、
非
常
に
多
く
の
人
び
と
が
持
っ
て
い
る

点
に
あ
る
。国
家
統
計
局（
2
0
0
9
年
7
月
10
日
）

に
よ
る
と
、
2
0
0
5
年
に
B
P
O
で
働
く

8
万
1
5
7
8
人
の
う
ち
、55
・

4
％
に
あ
た
る
4
万
5
2
2
5

人
は
女
性
で
あ
っ
た
。
特
に
女

性
の
割
合
が
高
い
の
が
医
療
カ

ル
テ
作
成
の
従
事
者
で
74
・
5

％
、
デ
ー
タ
加
工
の
65
・
2
％
、

コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
58
・
8
％

で
あ
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ

ィ
ル
ム
を
つ
く
る
B
P
O
は
4

人
の
う
ち
3
人
が
男
性
で
逆
転

し
て
い
る
が
、「
移
住
労
働
の

女
性
化
」
に
続
き
、
新
し
い
経

済
成
長
の
分
野
で
も
活
躍
し
て

い
る
の
は
女
性
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
初
任
給
は
2
万
ペ
ソ

中
で
の
顧
客
対
応
が
続
く
と
、
い
く
ら
明
る

い
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
と
い
え
ど
も
ス
ト
レ
ス

が
大
き
く
、
体
調
を
崩
す
者
も
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
今
後
B
P
O
企
業
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

よ
り
も
人
件
費
が
安
く
て
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
国
に
移
転
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

出
稼
ぎ
に
行
か
な
く
て
も
よ
い
経
済
、
安
心

し
て
安
定
し
て
働
け
る
雇
用
の
実
現
は
い
つ

や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
こ
の
問

題
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
新
自
由

主
義
は
労
働
の
規
制
緩
和
、
す
な
わ
ち
人
件

費
の
削
減
が
核
心
で
あ
る
と
考
え
る
筆
者
か

ら
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
人
件
費
の
高
騰

に
よ
る
企
業
移
転
の
日
が
必
ず
や
訪
れ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
日
本
も
定
年

ま
で
安
心
し
て
持
続
可
能
に
働
け
る
職
場
を

追
及
す
る
と
い
う
の
が
、
共
通
の
課
題
で
あ

る
よ
う
な
気
が
し
た
。
■

〈
注
〉
B
P
O
と
は
自
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
継
続
的
に
外

部
の
専
門
的
企
業
に
委
託
す
る
こ
と
。
ハ
リ
ー
ナ
20
号『
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
成
長 

そ
の
光
と
陰
』
を
参
照

建設ラッシュの「グローバルシティ」。

コールセンターで働くフィリピン女性。

BPAP社を訪問。左から2人目が筆者。

海
外
か
ら
の
委
託
業
務
ブ
ー
ム
に

揺
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

堀
芳
枝
／
ほ
り
・
よ
し
え

恵
泉
女
学
園
大
学
准
教
授



C o l u m nC o l u m n

04

03

02

01

10 HALINA 24   2014.05.01 ■11 ■ HALINA 24   2014.05.01

　
今
回
も
前
号
に
引
き
続
き
、
ヤ
ニ
ム
村

の
ア
ビ
ゲ
イ
ル
さ
ん
の
話
題
で
す
。

　
2
0
1
4
年
2
月
上
旬
、
私
は
ヤ
ニ
ム

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
村
で
話
題

に
な
っ
て
い
た
の
は
、
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
県
政

府
が
パ
プ
ア
先
住
民
族
の
慣
習
法（
ア
ダ
ッ

ト
）
を
村
の
行
政
に
組
み
込
も
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
し
た
。
男
た
ち
は
こ
の
構
想

に
大
賛
成
。
村
の
取
決
め
の
あ
ら
ゆ
る
こ

と
が
こ
の
ア
ダ
ッ
ト
機
関
で
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

統
治
に
抵
抗
す
る
パ
プ
ア
先
住
民
族
は
こ

の
ア
ダ
ッ
ト
の
復
活
を
先
住
民
族
の
権
利

回
復
と
同
一
視
す
る
向
き
が
多
い
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ア
ダ
ッ
ト
は
男
性
優
位
の
慣

習
で
一
般
的
に
女
性
は
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
ア
ビ
ゲ
イ
ル
さ

ん
も
生
活
実
感
の
な
か
か
ら
ア
ダ
ッ
ト
に

つ
い
て
手
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
ま

す
。「
ア
ダ
ッ
ト
で
は
女
の
居
場
所
は
な

い
の
よ
。
で
も
、
女
が
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
、
食
事
を
作
り
、
洗
濯
、
清
掃
、
食

器
洗
い
か
ら
す
べ
て
の
家
事
を
こ
な
し
、

さ
ら
に
畑
仕
事
、
市
場
に
売
り
に
行
く
で

し
ょ
。
も
う
私
た
ち
は
ク
タ
ク
タ
よ
」

　「
ア
ダ
ッ
ト
は
そ
も
そ
も
共
同
体
社
会

に
規
律
を
与
え
る
掟
で
し
ょ
。
で
も
、
そ

の
機
能
は
全
然
果
た
し
て
い
な
い
の
よ
。

豚
や
牛
が
畑
を
荒
ら
し
て
も
何
の
罰
も
な

い
し
。
豚
や
牛
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
く
せ
に
、
何
が
ア
ダ
ッ
ト
よ
。
そ
の
地

位
に
い
る
こ
と
で
利
権
を
得
る
男
た
ち

（
自
分
の
夫
も
含
め
て
…
…
）
は
許
せ
な
い
！
」

　
ア
ビ
ゲ
イ
ル
さ
ん
に
は
ひ
と
つ
の
目
標

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
5
年
後
の
村
長
選

に
立
候
補
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

小
学
校
し
か
出
て
い
な
い
彼
女
は
、
中
学

と
高
校
の
卒
業
資
格
を
短
期
間
で
取
る
コ

ー
ス
に
編
入
を
希
望
し
て
い
ま
す
。「
女

性
が
指
導
者
に
な
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
力

強
く
語
る
ア
ビ
ゲ
イ
ル
さ
ん
。
女
性
に
対

す
る
威
圧
的
雰
囲
気
に
萎
縮
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
壁
を
自
力
で
打
ち
破
ろ
う
と
す

る
彼
女
の
勇
気
と
行
動
力
に
脱
帽
で
す
。

　
カ
カ
オ
事
業
も
未
来
の
暮
ら
し
を
切
り

開
こ
う
と
す
る
女
性
の
志
に
連
帯
す
る
視

点
を
し
っ
か
り
持
ち
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
、
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
買
付
け
が

始
ま
る
今
、
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

女
が
輝
く
、社
会
が
変
わ
る

子
ど
も
の
目
を
通
し
て
感
じ
る
古
き
時
代

【
イ
タ
リ
ア
】
コ
ッ
ツ
ォ
リ
ー
ノ・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
さ
ん
／C

ozzolino A
ngelo

津留歴子／つる・あきこ
オルター・トレード・インドネシア社現地駐在員

　
合
気
道
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
26
年
前
、
20
歳
の
時
に
日
本
へ
来

た
ア
ン
ジ
ェ
ロ
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

マ
ン
マ
（
母
親
）
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
た

め
、
料
理
が
得
意
だ
っ
た
彼
は
、
日
本
で

料
理
人
を
し
て
い
た
お
兄
さ
ん
の
店
を
手

伝
い
始
め
、
13
年
前
か
ら
東
京
・
自
由
が

丘
で
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
・
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
を

営
む
。
産
地
に
趣
き
、
生
産
者
に
直
接
会

い
、
全
国
各
地
の
こ
だ
わ
り
食
材
を
使
っ

て
い
る
お
店
だ
。
こ
だ
わ
っ
て
い
る
理
由

は
、
日
本
の
食
料
自
給
率
の
低
さ
に
あ
っ

た
。
米
を
つ
く
る
文
化
が
あ
る
の
に
な
ぜ

外
国
産
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と
情
け
な
く

思
い
、
日
本
人
は
も
の
を
作
る
の
が
下
手

な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
感
じ
た
そ
う
だ
。

そ
の
疑
問
を
解
消
す
べ
く
、
実
際
に
自
分

の
目
で
確
か
め
た
い
と
全
国
の
農
家
や
牧

場
を
歩
き
周
っ
た
。
そ
う
し
て
見
え
て
き

た
の
は
、「
や
る
じ
ゃ
な
い
か
！
　
日
本

は
い
い
も
の
作
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！
」

と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
こ
ん

な
に
美
味
し
い
も
の
作
っ
て
い
る
の
に
な

ん
で
だ
よ
！
」
と
頭
に
き
た
そ
う
だ
。
せ

め
て
自
分
の
店
で
は
、
国
産
自
給
率
を
上

げ
た
い
と
今
に
至
る
。
以
前
起
こ
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
の
食
品
偽
装
問
題
に
は
同
業
者

と
し
て
怒
り
を
感
じ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ

確
か
な
も
の
を
出
す
店
に
は
チ
ャ
ン
ス
な

の
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
来
日
し
た
当
時

と
今
の
日
本
の
変
化
を
尋
ね
る
と
、
安
い

飲
食
店
が
増
え
て
大
事
な
日
本
の
食
文
化

が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
さ
ん
は
た
だ
の

料
理
人
で
は
な
い
。
活
動
の
幅
は
店
外
に

も
及
ぶ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
校
や
山

梨
キ
ラ
ラ
の
学
校
で
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
料
理
教
室
を
し
て
い
る
。
教
え
る
前
と

後
で
は
子
ど
も
た
ち
の
目
が
変
わ
る
と
い

う
。
近
所
の
小
学
校
へ
半
年
か
け
て
教
え

に
行
っ
た
時
は
、
問
題
が
多
く
荒
れ
て
い

た
ク
ラ
ス
の
児
童
た
ち
が
ま
る
っ
き
り
変

わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
3
・
11
の
震
災
後
か
ら
は
、
定
期
的
に

宮
城
県
石
巻
市
へ
炊
き
出
し
に
も
行
っ
て

い
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
小
さ
い
時
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
は
普
通
の
感
覚
だ

っ
た
そ
う
だ
。
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
す
ぎ
て
身
体
が
ひ
と
つ
じ
ゃ
足
り

な
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
料
理
の
原
点

を
教
わ
っ
た
祖
国
の
マ
ン
マ
と
日
本
の
こ

と
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
料
理
人
で
あ
る
。

アビゲイルさんと娘。2014年秋冬シーズン発売
中の「チョコラ デ パプア・オーレ」を手に！

アンジェロさんのお店「バッボアン
ジェロ」にて。

【第十二回】

平河夏／ひらかわ・なつ
一児の母、タイ・バンコク駐在3年目

聞
き
手
：
大
久
保
ふ
み
（
A
P
L
A
事
務
局
）
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こ
の
本
を
手
に
と
っ
た
の
は
1
9
8
9

年
だ
か
ら
、
あ
れ
か
ら
も
う
四
半
世
紀
も

た
っ
た
の
か
。
そ
う
思
う
と
な
ん
だ
か
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
ぼ
く
が
初
め
て
タ

イ
の
む
ら
歩
き
に
出
か
け
た
年
だ
。「
タ

イ
に
行
く
よ
」
と
今
本
誌
編
集
長
を
し
て

い
る
大
橋
成
子
さ
ん
に
話
し
た
ら
「
い
い

本
が
あ
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
タ
イ
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
農
村
地
帯

と
い
わ
れ
る
東
北
タ
イ
の
村
の
日
々
を
子

ど
も
の
目
を
通
し
て
描
い
た
本
書
は
、
タ

イ
ば
か
り
で
な
く
ア
ジ
ア
を
通
底
す
る
深

く
て
広
い
世
界
を
読
む
者
に
教
え
て
く
れ

る
。
翻
訳
者
の
星
野
龍
夫
の
解
説
に
よ
る

と
、
本
書
は
1
9
7
5
年
に
文
芸
誌
に
連

載
さ
れ
、
好
評
を
よ
ん
だ
。
こ
の
年
の
4

月
、
タ
イ
の
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
と

と
も
に
終
わ
り
、「
戦
場
か
ら
市
場
へ
」
と

タ
イ
が
経
済
成
長
へ
の
軌
跡
に
入
る
前
夜

の
時
代
で
あ
っ
た
。
タ
イ
の
劇
的
な
変
化

が
始
ま
る
。
農
村
部
で
も
、
都
会
へ
の
出

稼
ぎ
、
輸
出
用
作
物
の
導
入
と
伝
統
的
な

農
業
と
農
村
が
大
き
く
変
わ
り
は
じ
め
た
。

　
東
北
タ
イ
の
村
で
生
ま
れ
た
著
者
カ
ム

プ
ー
ン
・
ブ
ン
タ
ヴ
ィ
ー
は
、
そ
う
し
た

時
代
の
転
換
点
の
な
か
で
、
懐
か
し
さ
を

こ
め
て
古
き
村
の
家
族
と
暮
ら
し
を
描
い

た
。
そ
れ
は
決
し
て
天
国
で
は
な
い
。
長

く
続
く
干
ば
つ
に
追
わ
れ
て
、
牛
車
に
家

財
を
積
み
込
み
、
新
天
地
を
求
め
て
村
を

後
に
す
る
家
族
を
描
い
た
下
り
は
、
砂
嵐

と
ト
ラ
ク
タ
ー
と
銀
行
に
追
わ
れ
て
オ
ク

ラ
ホ
マ
の
村
を
棄
て
る
農
民
群
像
を
描
い

た
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
『
怒
り
の
葡
萄
』

を
思
わ
せ
る
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
で
と
れ
る
も
の
だ
け
で
は

家
族
が
食
べ
る
の
に
十
分
で
は
な
く
、
一

日
の
大
半
は
食
べ
も
の
探
し
に
費
や
さ
れ

る
。
そ
れ
は
主
に
子
ど
も
の
仕
事
だ
っ
た
。

鳥
、
魚
、
蛇
、
蛙
、
ネ
ズ
ミ
、
木
の
葉
や

草
、
何
で
も
食
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
代
々
伝

わ
る
獲
り
方
や
食
べ
方
が
あ
り
、
そ
れ
は

文
化
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
洗
練
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
只
中
に
四
国
山
地
の
奥
深
い
村
で
育

っ
た
ぼ
く
の
子
ど
も
時
代
と
重
な
り
あ
う
。

成
田
国
際
空
港
に
反
対
し
て
農
地
を
守
る

た
め
に
闘
っ
た
三
里
塚
の
百
姓
青
年
た
ち

も
も
う
60
代
半
ば
と
な
っ
た
が
、
こ
の
開

拓
農
民
の
息
子
た
ち
の
幼
き
日
々
も
似
た

も
の
だ
っ
た
。
道
々
蛙
を
と
り
、
皮
を
む

い
て
火
に
あ
ぶ
っ
て
腹
を
満
た
せ
た
。
ア

ジ
ア
だ
な
あ
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。

『東北タイの子』
カムプーン・ブンタヴィー［著］、星野龍夫［訳］、井村文化事業社［刊］、勁草書房［発売］、1980年

私はまたこの国に来たいと思うだろう。その時は旅行者と
して、逆にもっと行動範囲が広がるかもしれない。そんな
ことを夢想しつつ、また宙ぶらりんなバンコクでの日常に
戻っていく。

微笑みを求めて
　早いものでこの連載が始まって1年以上
が経過し、私のタイでの暮らしも丸3年たっ
た。2011年秋には大洪水、2013年末から
は政情不安が今に至るまで続いている。
　天災であれ人災であれ、有事に対するタ
イの人びとの反応は理解不能な場合が多い。
そう思うのはあくまで日本人の物差しであ
って、これが正義だ、常識だと主張するのは
ナンセンスだろう。あぁ、海外に間借りする
とはこういうことかと、幸か不幸か傍観者で
いられる身をこれまた他人事のように見て
いる自分がいる。
　それにしてもタイの人びとは鷹揚だと思
う。かなり近い距離で何かが起こっていても
自分のペースは崩さない。トゥクトゥクで仕
入れに行き、屋台を開けて、仕事して食べて喋って一日を
終える。この鷹揚さが彼らの微笑みの根源なのだろうと今
は結論付けている。
　様々な「タイの顔」を見たと思う。将来、日本に戻っても

バンコクの街を望む
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撮 影 者◎近藤康男／こんどう・やすお
撮影場所◎ブータン

24

茶葉をまるごと使った
簡単レシピ

04

緑茶と紅茶は、飲む以外にも
美味しくいただけます。

今日の
レシピ

レポーター

今回は、紅茶の味を最大限に味わっていただくため、テ
ィーバッグではなくリーフタイプ（大きい茶葉）とブロ
ークンタイプ（細かい茶葉）を使用した美味しい飲み

方をご紹介します。

（1）茶葉を量る。
ティースプーン１杯3g（ティーカップ1杯分）

（2）ポットを湯通しして温めておく。
①美味しい紅茶を淹れるには、お湯の温度管理がとても重要な要素に。
ポットを湯通しするひと手間がなければ、紅茶が本来もっている美味し
さを引き出すことができません。

②ポットの容器も重要です。保温性や使いやすさを考えると、形状は丸み
のある陶磁器がおススメです。

（3）沸かしたてのお湯を使う。
ティースプーン１杯3gに対して約200ccのお湯
③紅茶は緑茶と違い、濃く淹れてしまっても、そのあとお湯を足して薄め
ることができます。お客様に紅茶をもてなす際、少し濃いめに抽出させ、
一緒にホットウォータージャグ（差し湯）を出してあげるといいですね。

④茶葉をポットに入れ、お湯を入れると、お湯の中で茶葉が舞うようなジ
ャンピングという現象が起こります。沸騰していないお湯だと茶葉は上
に、煮詰めすぎたお湯だと茶葉は下へ沈みます。

（4）しっかり抽出時間を取る。
リーフタイプ：3分以上、ブロークンタイプ：2分半～3分

　APLAで取り扱っているリタトレーディングの紅茶は、スリラン
カ産。農薬、化学肥料に頼らない農法。作り手の健康にも優しく、
土壌の環境保全にもつながります。茶葉は果物や野菜と違って水
洗いできない分、できるだけ農薬を使用していない安心できるも
のがおススメです。

赤石優衣／あかいし・ゆい
大久保ふみ／おおくぼ・ふみ
APLA事務局

廣瀬康代／ひろせ・やすよ
APLA理事

1─ ブータンは九州ほどの国土に約70万人が住む自給農業の小国。子どもから老人まで、伝統
と自然と宗教の中で生きている。通学する子どもたちも伝統的な民族衣装をまとっている。

2─ モンガルの渓谷と棚田。ブ－タンの農村は海抜3000メ－トル以上の高さまで広がる。美し
い棚田もあれば、数百メ－トル下の渓谷につながる転げ落ちそうな急斜面にへばりついて
いる険しい田畑も多い。

3─中部に位置するジャッカルのホテルでの、そばクレ－プ、松茸ス－プ、チ－ズ、紅茶の朝食。
松茸は豊富で安い。

4─空の玄関パロで弓矢の競技に遭遇。最も人気のあるスポ－ツで、女性群が輪になって歌を
歌い踊って応援する。

5─ トンサ・ゾン。ゾンは各地方の行政・司法・宗教を司る機関で、それぞれ、広い中庭で区切
られて分かれている。ブ－タン独特の統治システムだ。多くは山の
中腹にあり城塞も兼ねている。

6─ タシガンの風景。典型的な地方の中心都市だが本当にこじんまり
とした街である。

（2014年3月撮影）

1

4 5 6

3

2

ブータン

緑茶のフォッカッチャ
茶葉を入れることで、見た目も鮮やかに。30分もあれば作ることが
できる、お手軽フォッカッチャです。

［材料］

●オリーブオイル.................大さじ3～4
●牛乳 .......................................50cc
※薄力粉を使わず、強力粉200gでも作ることができます。その際、牛乳ではな
く水（同量）を使用してください。更にもちっとした食感になります。

［作り方］
1. Aの材料をすべて混ぜる。
2. オリーブオイルと牛乳を入れて、よく捏ねる。
3.生地をめん棒で平らに伸ばし、表面にオリーブオイル（分量外）を塗る。
4. オーブンで15分ほど焼く。

〈A〉
●強力粉 ....................... 100g
●薄力粉 ....................... 100g
●ベーキングパウダー ......小さじ2

●塩 .....................小さじ1
●茶葉...................小さじ1

アールグレイのシフォンケーキ

アールグレイの味・香りを存分に堪能できるシフォンケーキです。

［材料（直径17cmのシフォンケーキ型1台分）］

［作り方］

1. 小鍋に湯を沸かし、茶葉を加える。茶葉がしっとりしたら豆乳を加
え、弱火で沸騰するまで温め、濾して50㎖分取り分ける。

2. ボールに卵黄・砂糖（卵生地分）・細かくした茶葉を入れ、泡だて
器ですり混ぜ、菜種油・1を順に加え、そのつどよく混ぜる。薄力
粉をふるい入れよく混ぜる。

3. 別のボールで卵白を泡立て器で泡立て、ふんわりしてきたら砂糖
（メレンゲ分）を3回に分けて加え、しっかり泡立てる。

4. 2に3を少し加えて混ぜ、これを3のボールに一気に流し入れる。
ゴムベラで白い筋がなくなるまで手早く混ぜる。

5. お好みで型の底にスライスアーモンドを散らし、生地を一気に流し
入れてから、型ごとトントンと落として気泡を抜き、170℃のオーブ
ンで30分焼く。焼きあがったらすぐに逆さにして冷ます。

〈卵生地〉
●薄力粉 ...................... 80g
●砂糖......................... 30g
●卵黄 .......................4個分
●菜種油 .................大さじ2
●アールグレイの茶葉
　　 ........大さじ1（細かくしておく）
※お好みでスライスアーモンド

〈メレンゲ用〉
●卵白 .......................4個分
●砂糖......................... 40g

〈豆乳紅茶〉
●茶葉....................大さじ1
●熱湯........................50㎖
●豆乳 ........................50㎖

←アールグレイのシフォンケーキ
↓緑茶のフォッカッチャ
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2月 1日 山形県白鷹町で遺伝子組み換え学習会と「ホンモノの手作りチョコレート」ワーク
ショップを開催しました。

2月 2日 山形県米沢市で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しました。

2月 2日～
8日 「ドイツのエネルギー転換と有機農業」スタディツアーに吉澤が同行しました。

2月 3日 パルシステム埼玉平和募金贈呈式に野川が参加しました。

2月 4日 学芸大学付属高校の校外授業で野川がAPLAの活動についての話をしました。

2月 6日 「もうひとつのチョコレート展2014＠cafe slow」開催。催時中に「ホンモノの手作り
チョコレート」ワークショップを開催しました（2月6日）。

2月 14日 JIM-NET主催「絆ぐるぐる展」にスピーカーとして吉澤が参加しました。

2月 21日 BMW技術協会・若手幹事会に吉澤が参加しました。

2月 23日 東京朝市アースデイマーケットに出店しました。

2月
3月

25日～
8日 東ティモールへ野川が出張しました。

3月 7日 新潟総合生協・ヨランダ台風支援金贈呈式と生産者総会に吉澤が出席しました。

3月 10日 二本松有機農業研究会自然エネルギー部主催の地域エネルギー現地視察会第5回
（埼玉県小川町のバイオマス発電ほか）に秋山が参加しました。

3月 14日 アジア互恵のための民衆基金（APF）理事会に秋山が出席しました。

3月 16日 ATJと共催で、セミナー「『バナナと日本人』のその後－私たちはいかにバナナと向き
合うのか？」を開催しました。

3月 21日 二本松有機農業研究会「日独再生可能エネルギー懇談会」に疋田、吉澤、野川が参加
しました。

3月 25日～
26日 フェアトレード国際シンポジウム2014に出店しました。

3月 29日～
30日 開発教育協会主催「教材体験フェスタ2014」に出店しました。

4月 1日 第24回BMW技術全国交流会・第4回アジアBM連帯実行委員会と、第8回BMW技
術基礎セミナーに吉澤が参加しました。

4月 4日 滝桜花見まつり実行委員会主催「日本の農家が生き残るための三春「バーチャン戦
略特区計画」に向けて勉強会～福島三春の取組から」に参加しました。

4月 10日～
11日 アーユス仏教国際協力ネットワークの春合宿に野川が参加しました。

4月 19日、
20日 アースデイ東京2014に企画参加、ブース出店しました。

4月 20日 三春花見まつりに吉澤が参加しました。

4月 22日 二本松有機農業研究会、アーユス仏教国際ネットワークと交流会を実施しました。

4月 27日 セカンドリーグ埼玉の企画「白幡日曜塾」で吉澤がバナナをテーマに話をしました。

4月 27日 東京朝市アースデイマーケットに出店しました。

　今号をもって、『撮っておきアジア』、『マ
イ・ストーリー inジャパン』、『アジア現代文
学』そして『微笑みの国から』の連載が終了
します。これまで多くの皆様に多彩な情報を
紹介して頂いたこと、心から感謝します。コ
ラムでは、タイ在住の平河夏さん、いつも素
敵な写真ありがとうございました。これから
正念場を迎えるカカオプロジェクト担当の
津留歴子さんはパプアに在住し、今後も現
地の人びとの奮闘を継続して報告して下さ
います。次号からスタートする新しい連載記
事、どうそご期待くださいね。（大橋）

　ここ数年、ネグロス島に足を運ぶたび、州
都バコロドやその周辺の町が発展し、景色
が塗り替えられていくことを実感する。人び
との持ちものや雰囲気も変わってきている
ところがあると思う。これだけ世界が交わり
速いスピードで変わっていくことを、一方で
は否定できないと思いつつも、守っていきた
いもの、大切にしたいことがある。いくつか
の原稿から、そんなことを改めて感じた今号
でした。（吉澤）

　3月、二本松を久々に訪問しました。震災
後、色々な交流や学びの場を経て、試行錯
誤を繰り返しながら、前を向いて動き出して
いる二本松有機農業研究会のみなさんの話
を聞きながら、地域の中に生まれた動きを応
援する“ヨソ者”としてのAPLAの役割を再
確認。事業担当として2010年以降に通って
いる東ティモールでも、コーヒー生産者の主
体的な動きが生まれつつあり、同じようなこ
とを感じています。（野川）

フィリピン・ボホール地震、ヨランダ台風被災者支援へのご支援ありがとうございました。
〈支援金のご報告〉
2014年3月末現在.......................................................................................................38,819,596円
〈送金状況〉
ATC（ボホール地震・バランゴンバナナ生産者への支援）......................13,000,000円
ASIN（レコレトス会）...................................................................................................12,324,010円
送金額計.............................................................................................................................25,324,010円
※残金は、4月の送金を予定しています。次号でご報告いたします。

フィリピン・ネグロス島にインターンを派遣します。
2014年4月よりインターンとして寺田俊さんがネグロス島のカネシゲ・ルーラルキャンパスで働き
始めました。

2014年第7回総会は、5月24日（土）です。
東京都新宿区・信濃町教会で開催です。会員の方には別途ご案内をお送りしていますが、ぜひご出
席ください。

事務局の動き（2014年2月～4月）

事務局からお知らせ
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2年目を終えて

From East Timor【東ティモールより】

ヨランダ台風支援報告

From Negros,Philippines【ネグロスより】

ド
ル
借
り
た
ら
、2
0
0
ド
ル
に
し
て
返
す
）

と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
G 

A
T
A
M
I
R
で
は
、
メ
ン
バ
ー

全
員
で
の
話
し
合
い
を
経
て
、
利

息
を
10
％
に
設
定
し
ま
し
た
。
子

ど
も
の
学
費
や
用
事
が
あ
っ
て
首

都
デ
ィ
リ
に
出
か
け
る
際
の
交
通

費
な
ど
、「
少
額
で
も
必
要
な
と

き
に
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

低
い
利
息
で
お
金
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
て
助
か
る
し
、
と
て
も
う

れ
し
い
！
」
と
メ
ン
バ
ー
が
口

を
揃
え
て
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
A
P
L
A
事
務
局
：
野
川
未
央
）■

ASINの支援で建てられた家屋。

A
S
I
N

買付けたオレンジをきれいに水洗いする。


